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【研究背景】 

BaV10O15は 120K 付近で起こる軌道整列により，一

部の V イオンどうしの結合が狭まり三量体を形成し

て物性が変化することが知られている。V サイトに Ti 
をドープした BaV10-xTixO15 では，軌道整列が起こりに

くくなり，転移温度が下がることが知られている[1]。
さらに、低い転移点をもつ試料では急冷を行うことで

転移が起こらないまま低温状態になる過冷却状態とな

り，転移点以下のある温度で保持すると、時間経過と

ともに徐々に低温相に転移することがわかっており，

この現象は緩和と呼ばれている[2]。現在までに Ti ド
ープ量が 0.15 の試料では緩和現象についての測定が

されているが、Ti ドープ量の変化にたいしてこの現象

がどのように変化するのかを調べた。 
 

【実験内容】 

BaCO3，V2O3，Ti 粉末を化学量論比で混合し，Floating 
Zone 法により単結晶を作製し，背面 Laue 法で結晶軸

を決定した。SQUID により磁化率，四端子法電気抵抗

測定により電気抵抗率とひずみを測定した。いずれも

試料を過冷却状態まで急冷し，温度を一定に保った状

態でのパラメータの時間依存性の測定を様々な温度で

行った。各測定について x=0.15 での結果と比較した。 
 

【結果と考察】 

図１は電気抵抗率の時間依存性の結果である。測定

開始後しばらくは抵抗率に大きな変化はみられず，あ

る時間を境に増大し，転移後の高温相の値に飽和して

いく様子が確認された。また，その時間には温度依存

性が見られる。この結果から，抵抗率の対数をとった

ものの増加が最大の 50%になった時間をとして の
温度依存性を示したのが図２である。x=0.13 では， は
75K 付近で最小となり，x=0.15 と比較して高温側にシ

フトしている。 

高温相から低温相への移り変わりのモデルとして核

生成・成長理論を考えると，測定値の時間依存性は

Avrami の式でフィッティングできる。ひずみ測定の結

果についてこの解析を行い，これにより求まったの
温度依存性をさらに核生成・成長理論の式でフィッテ

ィングしたのが図３である。 
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図１ 電気抵抗率の時間依存性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 抵抗率から求めた の温度依存性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ ひずみから求めた の温度依存性と 

フィッティング 
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